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調査の概要（誤） 
 

９ 結果の推計及び標準誤差  

（１）推計方法  

① 企業調査  

企業調査における「ある特性を持つ企業割合」の推計値については、以下のとお

り算出した。  
 
 

h=1,･･･,K:層 
𝑈ℎ：第h層における母集団企業数 

𝑈 = ∑ 𝑈ℎ

𝐾

ℎ=1

 

 
𝑢ℎ ：第h層における標本企業数 1 

𝑄ℎ𝑖：第h層の第 i企業における特性の有無（特性があれば「１」、なければ

「０」）  

 

このとき、推計値 𝑄̅は、 
 

𝑄̅ =
1

𝑈
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𝑈ℎ

𝑢ℎ

𝐾

ℎ=1

∑ 𝑄ℎ𝑖
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で与えられる。  
 

② 事業所調査  

事業所調査における「ある特性を持つ事業所割合」の推計値については、以下の

とおり算出した。  
 

h=1,･･･,K:層 

hM ：第h層における母集団事業所数  


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hm ：第h層における標本事業所数 2 

hiX ：第h層の第 i事業所における特性の有無（特性があれば「１」、なければ

「０」）  
 

このとき、推計値 X は、 
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で与えられる。  

 

 

 
1  各層に係る標本企業の属性（産業、企業規模）は、母集団データベースにおける企業名簿に掲載さ

れた属性による。  
2  各層に係る標本事業所の属性（産業、事業所規模）は、母集団データベースにおける事業所名簿に

掲載された属性による。  
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③ 個人調査  

個人調査における「ある属性を有する常用労働者（正社員、正社員以外）割

合」の推定値については、以下のとおり算出した。  
 

𝐿ℎ ：第  ℎ 層における母集団常用労働者数（正社員、正社員以外）  

𝑙ℎ ：第  ℎ 層における標本事業所 3の総常用労働者数（正社員、正社員以外）  

𝑁ℎ𝑖 ：第  ℎ 層第  𝑖 標本事業所の常用労働者数（正社員、正社員以外）  

𝑛ℎ𝑖 ：第  ℎ 層第  𝑖 標本事業所における標本労働者数（正社員、正社員以外）  

𝑋ℎ𝑖𝑗 ：第  ℎ 層の第  𝑖 標本事業所における  𝑗 番目の労働者（正社員、正社員以外）

の特性の有無（特性があれば「１」、なければ「０」）  

𝑌ℎ𝑖𝑗 ：第  ℎ 層の第  𝑖 標本事業所における  𝑗 番目の労働者（正社員、正社員以外）  
 
 

このとき、ある特性を有する常用労働者（正社員、正社員以外）の推計値 𝑇̂𝑥及び

常用労働者数（正社員数、正社員以外数）の推計値 𝑇̂𝑦は、  

𝑇̂𝑥 = ∑
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で与えられるので、「ある特性を有する常用労働者（正社員、正社員以外）割

合」の推計値 𝑅̂は、  

𝑅̂ =
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で与えられる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
3 各層に係る標本事業所の属性（産業、事業所規模）は、母集団データベースにおける事業所名簿に

掲載された属性による。  
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（２）標準誤差  

この調査は、標本調査であるため、推計値の持つ誤差の一つとして標本抽出に起因

する標本誤差がある。標本誤差の大きさは、推計値の分散の平方根（標準誤差）で与

えられ、調査項目によって異なる。達成精度として、標準誤差を以下のように算出し

た。 

③ 個人調査  

（２）で掲げた「ある特性を有する常用労働者（正社員、正社員以外）割合」の

推計値 𝑅̂の場合、その分散の推計値は、  
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で与えられる。ただし、 
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𝐶𝑜𝑣(𝑇𝑥ℎ, 𝑇𝑦ℎ) =
1

𝑚ℎ − 1
∑(𝑇𝑥ℎ𝑖 − 𝑇̅𝑥ℎ)(𝑇𝑦ℎ𝑖 − 𝑇̅𝑦ℎ)

𝑚ℎ

𝑖=1

 

𝑉𝑎𝑟(𝑋ℎ𝑖) =
1

𝑛ℎ𝑖 − 1
∑(𝑋ℎ𝑖𝑗 − 𝑋̅ℎ)

2

𝑛ℎ𝑖

𝑖=1

  

𝑉𝑎𝑟(𝑌ℎ𝑖) =
1

𝑛ℎ𝑖 − 1
∑(𝑌ℎ𝑖𝑗 − 𝑌̅ℎ)

2

𝑛ℎ𝑖

𝑖=1
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である。  

 

 

 


